
GML 8900 

ダイナミックレンジ コントローラ

Oneration S~arv 

御使用になる前に、リアパネルのオベレーティングレベルスイッチが、正しく股定されているかどうか御

随想ください。本機を正しいオベレーションレベルで御使用になることは、非常に重要です。

プロフェッショナルレコーディングスタジオにて、本織を御使用になる場合(テレコ入力、コンソールイ

ンサー卜など)には、レベルスイッチを、 +4dBmlこ合わせてください。

その他の 8R機器や、セミプロ、楽器用コンソール、またプロ用レコーディング車の場合でも、チャンネ

ルインサートポイント等においては、オベレーティングレベルが、 .10dBmの場合が多いので、その場

合は、オベレーティングレベル設定と、 .10dBmにしてください。

特に良い結果をもたらす為に盤裂なことは、このリミッターの前段に来る機器に精確なレベルや利得調整

トリムのあるものを接続してください。 (lOdBステップなどは止めてください!) 

h的 duc的 n

GML8900ダイナミックレンジコントローラは、 22年間に渡る研究と試作を繰り返して、遂に完成した

製品で、最新の注意の元、限定的に生産されています。

本機は、非常に性絡なlogコンパータ一、真の RM8値検出回路、それに現在のアナログプロセステクニ

ッタの粋である安定的“フィールドフォワード"トポロジー技術の組合せにより政計されています。

本機は、特に次の3点において、重要なる改善を導く設計がなされています。

* ダイナミックレンジコントローラの主要機能であるレベル検出回路の歪を画期的に減少させました。

* “80FT KNEE" (なだらかな膝)と呼ばれる部分の滑らかさを非常にスムーズにしました。

* VCA回路における低いレベルシグナルの音の透明感を増しました。

また、これらの股針は、現代トポロジーの理輪及び最近の進歩した部品と表面実装技術によってもたらさ

れた比類のない正融性、信頼性と安定住によって、初めて製品化が可能となったものです。



α型 TROLS

OIUTPUT (右側のライトグレーのツマミの外側)

出力レベルコントロールは、 HARD KNEE. 80FT 1剖 EEどちらのモードにおいても、直後VCAの

オベレーティングポイントを変化させます。そして、常にLEDメータによって表示されます。フロント

パネルの表示は、内側の大きな数字・6.....14dBを読みます。

RATIO(比)(右側のライトグレーのつまみの内側}

フロントパネルの表示は、外側の小さな数字 80FT...... 1.1"""20"'"∞を説みます。 20の場合は、 20:1を

意味します。 RATIOコントロールが、全く異なった2つのモードにおいて使用された場合の例:

SOFT KNEE(なだらかな盤}

(INPUT LEVELに応じた自動RATIOの変化モード)

RATIOコントロールを左にいっぱいにカチッというまで回すと、 (80FTポジション)GML8900は、工

場出荷時プリセットされている 80FTゲイントランジッションに投定され、これは、真空管コンプレツ

サーとして有名な“Fairchild 668 リミッターコンプレッサー"とか‘“Teletronix LA -2"のコンプ

レッションモードでの使用に似た効果をもたらします。

GML8900が、 80FTポジションに設定されている時は、古田E8HOLDコントロールは、まるで前段の

機器のレベルをコントロールしているように見えます。

時計方向に回してゆくと、コンプレッションスレッショルド点を小レベル方向に引き下げていきます。そ

の為、コンプレッションがかかるエリアは広がり、結果出力が下がります。

そして、最終的に必要な出力レベルは、出力レベルコントロールで股定してください。

80FT KNEEポジションにおいては、赤のつまみ“スレッショルド"は従来のスレッショルドコントロ

ールと閉じ働きをしています。右へ回すとスレッショルドポイントのレベルが下がってゆきます。

例: 0......2、・5、・10、・15、・18、'20dB. 但し、 RATIOは入力レベルによって変化します。このとき、

入力レベルが上がると、 RATIO(比Jも大きくなる方向に自動的に変化します。

(倒}

B司PUT LEVEL '80 ・80 ・20 。 +10 +20 

M恒o 1:1 2:1 6: 1 ∞: 1 

RATIO 1 : 1 1 : 1 1.1 : 1 1.3: 1 6 : 1 ∞: 1 

侶OFTKNEEのLEVEL対RATIOの例)

THREEHOLD 

10 

。



HARD KNEE(とがった躍〉

{スレッショルドが、 +4dBmで周定されているモード)

RATIOコントロール(グレーのノプ)を一番左の固定ポジションから銭け出して、右へまわすと、 M恒O

コントロールが有効となります。外側の小さな数字を臨みます。1.1:1.........20: 1.........∞: 1 

HARD KNEEの領域 (RATIOコントロールが有効な範囲)では、入力対出力のレベルグラフは、スレ

ッショルドレベル (+4dBm固定)において折れ、それははっきりとした角度を持ちます。このモードで

の本織は、普の NEVEのコンプレッサ一、 DBXコンプレッサーやUREI 1176の入・出力レベルのグ

ラフに近いものなります。

このモードでのスレッショルドコントロール{赤のノプ〕の働きは、“スレッショルド"ではなく、あた

かも入力レベルコントロールのように働きます.つまり、入カレベルが HARDKNEEスレッショルド(+4

dBm)よりも下に下がった時に、スレッショルドコントロールにより入力レベルを上積みすることがで

きるのです.

型基型§

(黄色のノプの外側: 文字は内側の大きい数字70-1.2mSを臨みます)

タイミングコントロールは、従来のアタックとリリースに変わるコントロールです。

このコントロールは、 2つの正砲な“真の RMS"検出 (Fast RMSとSlow RMS)の回路の RMS時定

数を変化させる ーつまり、アタックタイムとリリースタイムを同時に変化させるわけです。

リりースヒステリシス OFFの状館では、Fast検出回路、Fast RMSのスピードは、Slow検出回路、Slow

RMSの常に約30俗です。

RELEASE HYSTERESIS 
(黄色のノプの内側(リリースヒステ9シス}文字は、外側の小さな数字 OFF-l-1.5-7を臨みます.

リリースヒステ9シスには、単位はありませんJ

リリースヒステリシスコントロールをまわして ONにすると、傑々なファクターにより股定されたりリー

スを変えることができるようになります。例えば、ピークの後の入力信号のレベルダウンのスロープに基

づいて決定された Slow RMS検出回路のリリース特性を、予想外に急激にダウンしてしまう信号のため

に早いリリースにしてあげる事もできます。

倒 :TI閲 NGをQ 70ms町に股定し、リリースヒステリシスを Q offlこした場合、

+20dBmの入カ信号が、 'SOdBmに下がってゆく際の“ピーク検出"と“RMS検出"の役割分

担は次の通りです。

* りリースヒステリシス OFFの渇合:

+20-+1SdBm ピーク検出{特に早いリリース)

+lS.........+15dBm 

+15.........・80dBm

F加tRMS検出{早b、リリース)

Slow RMS検出(遅b、リリース)



* リリースヒステリシスを 7Qにした掲合:

+20......+18dBm ピーク検出(特に早いリリース)

+18......+15dBm 

+15.......20dBm 

・20......・80dBm

Fast RMS検出(早いリリース)

Slow RMS検出(適b、リリース}

Fast RMS検出(早いリリース}

結果的には、リリースヒステリシスにより、ディケイ(減衰特性)を変える、つまり、入力借号のディケ

イにより、その減衰特性に反応してリリースタイムを変化させるわけです。特に臨形自体に含まれる歪(低

域の信号において顕著)を早いリリースタイムにより低減させることが出来ます。

VCAは、 Slow RMSプロセッサによりほとんどコントロールされています。そして、 Slow RMSプ

ロセッサは、 TIMING(黄色のノプの外側)コントロールによりセットされ、次の 3点を受け持っていま

す。

* 検知回路のとき定数を監視する。(以下に早く、正融に{日号が流れたかを)

* 低域における歪を査担械に抑える。

* Pumping (息っき減少)を最小限に抑える。

C~REST FACTOR (グリーンのノプ)

クレストファクタは、ピークを制御する為のものです。クレストファクタは、 Fast RMS検出とピーク

検出のSlow RMS検出に対する相対的スレッショルドを変化させます。ピーク検出は、 Fast RMS検

出の8dB上に限定されています。

STEREO COUPLE 

ボタンを押すと GML8900ダイナミックコントローラーにおいては、いずれのチャンネルであろうと、高

い入力レベルが入った方のチャンネルのファンクションにより、低いレベルが入った方のチャンネルのフ

ァンクションが追従するという動作をします。

また、数台のGML8900を接続してカップリング(迎助動作)をさせるためにリアパネルに“CONTROL

LINIr'というコネクタが出ています。これは、 2個ありますが、 l個が次の機器への OUT用で、もう 1

つが他の機器からのIN用です。そのようにして数台のGML8900を接続することが出来ます。この場合、

RATIOとOUTPUTLEVELコントロールは、回路中のステレオコマンドラインに追従しますので、す

べてのユエットの RATIOとOUPUTLEVELを手で合わせてもすべて同じ動作となりますのでご注意

ください。



SIDE CHAIN 

Pアパネルの SIDE CHAIN入カに外部から{暗号をいれこみ、フロントパネルの SIDE CHAINボタン

を押すと、そのチャンネルのリミッターをコントロールする信号として、入力信号ではなく SIDE

CHAIN入力を採用します。もちろん、通常入力侶号が GML8900のオーディオ借号として流れるわけ

ですが、リミッターなどの効果は、 8IDE CHAIN入力からの倍号によってコントロールされます。

注: 8IDE CHAIN入力は、アンパラでバッファされていません.

INDICATORS AND 官 四ORY OF OPERA官官ON

メーター

フロントパネルにある LEDゲインコントロールメーターには、実際の瞬間での VCAの利得と減衰を表

示していますo GMLのマイクプリやパラメトリック EQと閉じように、 G阻..8900の最大入カは、 +27

dBm以上ですから、通常の使用で歪むことは、ほとんどありません。

4つのRA四oLED 

黄色のノプの上に並んだ4つの LEDは、 RATIOを示しています。特に 80FT KNEEの時に瞬間、瞬

間の RATIOがいかに変化しているかを見るのに最適です。

一番右のグリーンの LEDが、点虚しているときは、ごく瞳いコンブレッション(1.1: 1位)です。また、

一番左の LEDが点燈すると RATIOは、 20: 1を超えていることを示しています。

R F.S LED 

グリーンのノプの上にあるp， F，8のLEDは、ピークの検出回路、 Fast RMS検出回路、 Slow RM8 

検出回路に入った“インパクト"を示しています。

豆CA

GMLは、ベーシック Blackmer句BX-Valley People)ゲインセルの周辺におけるトポロジーの本質的

な改普を速成することができました。様々な事柄の中でも特に、セルを取り巻くディスクリートトランジ

スターアンプアレーを挙げる事ができるでしょう。これにより、高域におけるレスポンスを大幅に改聾し、

また、小{官号時の非直線性を極カ排除しました。

SOFT KNEE プロセッサー

GML8900は、 2種類のオベレーションモードがあります.

ひとつは、 80FT KNEEで、右側のライトグレーのノプ (RATIO)を左に回しきったデテントの位置

で使用します.もうひとつは、 HARD KNEEで、 RA恒Oノプをデテント以外のポジション(右回し)

で使用した場合です.

80FT KNEEプロセッサは、ジョージ・マッセンパーグが、独自に開発したRATIO変化カーブ回路に

より、完全にスムーズ{分割リニヤ近似法によらなb、)です.また、コンプレッションのかかりはじめ(ス



レッショルド)の微妙な効果から、最大コンプレッション時のほとんど出力がフラット (20: 1)のポイ

ントまで、まれに見る広いトランジション範囲をカバーしています。このエフェクトはポピュラーなリミ

ッター/コンプレッサーである Fairchild 668や日letronix LA.2リミッタ等の“Knee(膝)"に似てい

ます。

TIMINGのコントロールを正しくセッ卜すれば、このユニットはきわめて微妙にかけることができ、コ

ンプレッサーをかけたかどうか聴き取れなくなるほどです。

オベレーションの倒

下に実際の幾つかの例を示します。まず、各ノプを下記の例に合わせ、それから少しずつ自分の目的に合

った昔、あるいは、“効き"にもっていくと良いでしょう。

注:下記の例はリアパネルのレベルセレクタを+4dBm=OVU側に合わせた場合です。また、 GML8900

に入るまでの信号の系路については、マイク→マイクプリアンプ→イコライザーなどについて、 4と主こ

トポイントにでてくる MAXのピーク値が、“OVU"となるように、合わせた条件のもとでの使用です。

医ヨB
RATIO ...・H ・........・H ・......・M ・......・H ・.....・H ・.....・H ・. SOFTKNEE ポジション

Tl盟国SHOLD ………………………………・ .15dB 

OUTPUT ........・M ・...・H ・....・M ・........--....・.--..・H ・-・・・・ +5dB 

官MING ••••• 

REL HYST ・H ・H ・....

CREST FACTOR ....・H ・H ・H ・_....・H ・-……

STEREOIMONO ………・・ ……………・

ドースギタ→{ヘピーコンプレッション}

30mS..... 15mS 

OFF ポジション

+8dB 

状況に応じて

臥官o(外側の小さな数字) …・・………....・H ・... 20:1 (右に回す)

THRESHOLD ..・H ・-…….....・H ・-…一一………… ・5dB (10時)

OUTPUT …………………………………….  OdB (10時)

TIMING ....・.....…・・・・…・・・・・…H ・H ・....・H ・......・H ・..... 3伽nS..... 10mS 

REL HYST (外側の小さな数字) ..・H ・.......・H ・..... 8 ..... 1.3 

CREST FACTOR ……・・・・・……....一一…一…一…・ +8dB 

ドーカッショ叶{ノーマル)

RATIO ...…..._・H ・.....・...・H ・...・H ・......・H ・.--...・H ・.... 4: 1 

百召也SHOLD ……H ・M ・……………………H ・...…… .5dB (10時)

OUTPUT …………………...・H ・.._--・H ・...・H ・-…制B (10時)

TIMING ..............……・・・・・・・・・…...・H ・..…一一…ー・ 10mS ..... 5mS 



REL HYST (外側の小さな数字) ………一一……・ 4 - 2 

CREST FACTOR .，.・H ・......・M ・..-..・H ・.....・H ・....・M ・ +4dB

陣;TEREO M国

M官o ......・-…・……………………………… SOFTKNEE ポジション

THI也SHOLD ....…………._----.....・-………・・ '2dB 

OUTPUT .............・H ・......・M ・......・H ・-........-_...・H ・. +OdB 

四MING .，・H ・………………….....・H ・-_...・H ・........・H ・ 40mS- 30mB 

REL HYST …・・・・・・・・………一…..._---・H ・..一一…一 OFF ポジション

CREST FACTOR .，.・H ・

STEREOIMONO ....・-

lステレオアコースティック ピアノ|

+12dB 

ON(COUPLE) 

M官0 …...・H ・-…………………・…………….， SOFTKNEE ポジション

TI盟国SHOLD ..........・M ・.-...・M ・.---...._----...・H ・..... '8dB 

OUTPUT ......・H ・...・H ・....・H ・......・H ・....・H ・......・H ・..， +3dB 

TIMING ..・H ・H ・H ・M ・M ・……………………….....・H ・… 10mS- 15mS 

REL HYST ・・・H ・H ・....・H ・....._.

CREST FACTOR .，…-

STEREOIMONO ・H ・H ・_..__..・H ・...---.・H ・----.・H ・-…・・・

ドースギタ→ {瞳〈リミッターをかける時)

OFF ポジション

+8dB 

ON(COUPLE) 

RATIO ......・M ・....・H ・..，・H ・H ・H ・...・H ・..…...・H ・........ 4 : 1 

賢岳祖SHOLD …………………-一一……一………・ '5dB (10時)

OUTPUT …・…一一一一…………H ・H ・_.-..・H ・-……… OdB (10時}

TIMING …・・・…"・H ・M ・…H ・H ・._-......_-・H ・...・H ・.....・.. 50mS - 25mS 

REL HYST ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・…・・・・ OFF 

CREST FACTOR ......・H ・....・H ・........・H ・-…....・H ・. +8dB 

ドーカッションI(ライブ・オーバーダプエフェクト)

M官0 ………….......・-……………・......・-…・・ 20: 1 

THRESHOLD .，・H ・...……………・・一-...・M ・_....・M ・.. '20dB 

OUTPUT ".……………m ・H ・H ・…H ・M ・-…一一…….. 倒B

TIMING ...........・H ・........・H ・'"・H ・-……….....・M ・.... 10mS - 2mB 

REL HYBT ・・・・・・H ・H ・.......・H ・----_.・H ・-----.・H ・.....・M ・ 7 

CREST FACTOR ....・M ・.....…......・H ・-…---...・H ・..' +6dB 


